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「* ている→る」、「* る→た」、「* た→る」といった誤用パターンにおける母語の負の転移に関する誤用
について明らかにした結果をまとめると、以下のようになる。
　１）各誤用パターンにおいて、母語の負の転移が関わっている誤用の分布は均等なものではない。パター
ン別に見ると、「* る→ている」と「* る→た」の誤用に多く見られる一方、「* ている→る」と「* た→る」
における誤用は少ない。これは中国語において、ノーマーカーの表現が多いことが関連しているためである
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　朴麗華氏の学位申請論文は、これまで明らかにされていなかった中国語母語話者日本語学習者によく見ら
れる日本語のテンス・アスペクトの誤用に着目し、最も典型的であるといえるテンス・アスペクトの誤用パ
ターンを明らかにした上で、誤用の要因や誤用のメカニズムを解明することと、それに基づいて教科書の改
善案を提案することを目的としている。
　本論文の最大の特徴は、大規模な中国語母語話者日本語学習者の誤用データを駆使し、中国語との対照と
いう視点から、明快な論述で、テンス・アスペクトの誤用パターンや、誤用の要因及び誤用のメカニズムを
解明したことであろう。以下において、本論文のオリジナリティと独創性を中心に審査の結果をまとめる。
１．誤用パターンの明示化
　中国語母語話者日本語学習者の日本語のテンス・アスペクトの誤用は、様々な現象が観察される。その中
に、学習難易度が高いものもあれば、低いものもある。本論文は、まず日本語のテンス・アスペクトの誤用
例について網羅的でなおかつ丁寧に分析を行い、その中から学習難易度が最も高い四つのパターンを見いだ
し、明示化したものである。これにより、明確な研究の土台を構築することに成功したと考えられる。
２．誤用のメカニズムの究明
　学習者の誤用の原因について、これまでは、母語の負の転移を中心とする研究が主流であった。しかし、
母語の負の転移の他に、過剰般化も非常に大きな要因の一つであることについては、殆ど研究されていなかっ
たのが現状であった。本論文は、先入観に左右されず、丁寧に用例分析を行った上で、大規模な誤用データ
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の中から、母語の負の転移や過剰般化に起因する誤用の事実を明らかにしただけではなく、これまで指摘さ
れていなかったねじれ誤用という新しい誤用の要因まで突き止めた。更に、誤用の事実を踏まえながら、母
語の負の転移、過剰般化、ねじれ誤用のメカニズムも究明した。
３．日本語教科書作りや教授法への提案
　日本語の誤用研究は、その研究成果が教育現場に還元できるものでなければならない。本論文は、現在、
中国で使われている日本語の教科書を詳細に分析した上で、本論文で明らかにした日本語のテンス・アスペ
クトの誤用の研究成果を踏まえて、日本語教科書におけるテンス・アスペクトの学習について提案を行った。
この提案は一見すれば、テンス・アスペクトという非常に限られた内容についてのものであるように見える
が、その原理原則は、他の文法項目の教科書への組み込みにも通用するものである。
　本論文は、日本語のテンス・アスペクトの誤用のパターン、誤用の要因、誤用のメカニズムを解明し、そ
れに基づき教科書の改善案を提案することを試みるものである。この試みについては、審査員一同が高く評
価している。全体的な構成についても、論理的であり、合理性のあるものと認められた。特に、日本語学お
よび日本語と中国語との対照研究の観点から、誤用の要因として主に母語の負の転移、過剰般化、ねじれ誤
用という三つの要因に関する詳細な分析とメカニズムの解明を行ったことについては、朴麗華氏の独創的な
知見が見られ、ほぼ成功している。また、使用されているデータも豊富で、論証も綿密であり、結論につい
ても首肯できるものである。さらに、本研究は、日本語の誤用研究においても、日本語教育研究や第二言語
習得研究においても、非常に重要でかつ必要であるので、先駆的研究であると言えよう。
　このように、朴麗華氏の学位申請論文は極めて高い学術内容を持つものであるが、問題点が一切ないとい
うわけではない。特にねじれ誤用については全体像を明らかにして初めて、ねじれ誤用のメカニズムが浮き
彫りになるであろう。これらの問題点は、今後の課題となるが、本論の博士学位請求論文としての価値を損
なうものでは決してない。
　以上、審査員４名は朴麗華氏の論文を慎重に審査し、0年６月8日に行った口頭試問の結果を併せて協
議した結果、朴麗華氏の論文が博士（言語コミュニケーション文化）の学位を授与するに相応しいものであ
ると判断するに至り、ここに報告するものである。
